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・
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、京都駅前

　

通
常
国
会
で
は
、「
安
倍
暴
走
ノ
ー
」「
国
政
私
物
化
は
許
さ
な
い
」
の
声
が
広
が
り
政
治
は

動
く
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
野
党
の
共
闘
も
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

自
民
党
改
憲
案

５
国
会
連
続

提
案
許
さ
ず

　

国
会
冒
頭
の
施
政
方
針
演
説
で
、「
憲
法
審
査

会
を
動
か
せ
」
と
憲
法
９
条
改
定
に
執
念
を
燃
や

し
た
安
倍
首
相
。
し
か
し
、
憲
法
審
査
会
は
自
由

討
論
で
１
回
開
催
さ
れ
た
だ
け
。
自
民
党
改
憲
案

の
憲
法
審
査
会
へ
の
提
示
は
、
国
民
と
野
党
の
反

対
に
よ
っ
て
、
今
国
会
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

５
国
会
連
続
で
見
送
り
に
追
い
込
ん
だ
こ
と
は
、

野
党
共
闘
の
力
で
か
ち
と
っ
た
重
要
な
成
果
で
す
。

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
法

監
視
社
会
は
許
さ
な
い

　
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
法
は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

と
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
」。
清
水
、大
門
両
議
員

は
衆
・
参
院
で
反
対
の
論
陣
を
張
り
ま
し
た
。
同

法
は
顔
認
証
や
生
体
認
証
、
行
動
追
跡
な
ど
監
視

社
会
を
招
く
も
の
で
、
大
阪
の
維
新
府
市
政
は
カ

ジ
ノ（
Ｉ
Ｒ
）を
誘
致
し
て
い
る
夢
洲
（
ゆ
め
し
ま
）

で「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」を
つ
く
る
こ
と
を
狙
っ
て
い

ま
す
。
大
門
議
員
は
「
大
阪
を
中
国
の
よ
う
な
監

視
社
会
に
し
て
い
い
の
か
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　前回総選挙で、比例近畿ブ
ロックは４議席から２議席に後
退しました。今回はその雪辱
戦。滋賀、京都、大阪、兵庫、
奈良、和歌山の共産党、後援
会が力を合わせ、「比例は日
本共産党と書いてください」

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
さ
な
か
、
突
然
も
ち
あ

が
っ
た
検
察
庁
法
改
定
の
動
き
。
官
邸
に
近
い
黒

川
弘
務
東
京
高
検
検
事
長
（
当
時
）
を
、
検
事
総

長
に
据
え
よ
う
と
す
る
安
倍
政
権
の
国
政
私
物
化

に
端
を
発
し
た
も
の
で
す
。
短
時
日
に
数
百
万
規

模
の
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
デ
モ
」
が
広
が
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
と
野
党
は
世
論
と
結
ん
で
断
固
反
対

を
貫
き
、
廃
案
に
追
い
込
み
ま
し
た
。

　

野
党
が
一
致
し
て
反
対
し
た
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア

シ
ョ
ア
」
配
備
計
画
。
国
家
安
全
保
障
会
議
で
つ

い
に
配
備
計
画
の
断
念
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
住

民
の
声
が
政
府
を
追
い
詰

め
た
も
の
で
、
無
謀
な
計

画
の
破
た
ん
で
す
。
民
意

無
視
の
辺
野
古
へ
の
米
軍

新
基
地
建
設
も
断
念
に

追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。

通常国会2020

計画中止求めるこくた議員

倍増を現有 へ2 4議
席

近畿
定数28

制
度
解
説

衆院選挙
投票方法

比例代表は
小選挙区は「候補者の名前」で

政党名を
書きます「日本共産党」と 衆議院比例代表

は政党名で投票
します。参議院と
違い個人名は無
効です。

と支持を広げ、１８０万票実現、
４議席回復をめざします。
　安倍暴走政治、その補完
勢力である維新と正面から対
決する日本共産党を躍進させ
て、希望ある新しい政治を近
畿から切り開きましょう。

　井上議員の質問に、河野防衛
相は辺野古の軟弱地盤が改良工
事不能の77メートルまで存在す
ると認めました。井上議員は、沖縄防衛局の
計画変更申請の提出が県の緊急事態宣言が
出された翌日だと指摘。コロナ対策より新
基地建設を優先させるものと批判しました。

井上さとし
参議院議員

辺野古新基地
申請撤回を

　山下議員は、本会議質問で
「雇用危機を回避し、暮らしを
守ることは政治の最大の使命
だ」と強調。「雇用調整助成金
が現場に届くのが遅すぎる。緊急に『事前
審査』から『事後チェック』に切り替え、支
給を迅速化すべきだ」と要求しました。

山下よしき
参議院議員

雇用調整助成金
支給早く

　倉林議員は、「感染拡大の第
２波への恐れの中、補てんなし
では医療機関の倒産・廃業す
ら生じかねない」と指摘。「日
本の医療・介護現場がコロナで崩壊の危機
にさらされている。損失補てんと社会保障
拡充路線への転換を」と求めました。

倉林明子
参議院議員

医療・介護の
損失補てんを

　リーマンショック時にできた
住宅確保給付金制度。生活困窮
者の家賃の一部を貸付でなく
給付するものですが、支給要件
の中に「２年以内に離職」という条件があり
ネックに。たつみ前参議院議員は厚労省に掛
け合い、収入減少でも申請を認めることに。

たつみコータロー
前参議院議員

住居確保給付金
対象が拡大


